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す。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 クラウドファン

ディングについてですが、全国から多くの賛同

者を募るには、全国自治体共通の悩みやあるい

は地域課題を解決する事業、そしてかつ社会性

のあるモデル的な事業に取り組むことが重要と

思っております。 

全国の先進事例を見ますと、広島県の神石高

原町あたりでは、犬の殺処分ゼロを目指してこ

のクラウドファンディングに取り組んでいまし

て、目標額が１億1,000何がしなのですが、そ

れに対して達成額が１億8,000万円集まったり

しております。ハード面でも、すみだ北斎美術

館、これは4,000万円の目標に対して8,000万円

集まったりしているということです。最近では、

ソフトの事業で、ふるさと納税で教育機会に恵

まれない子供たちを支援しようということで、

長野県の軽井沢町あたりでもスタートしている

と聞いています。 

こういったことで、特徴のある事業を取り組

んでいく場合に非常に有効な手段かなと思って

います。長井市の魅力の売り込み、そして全国

から支援いただけるような事業を考えていかな

ければならないと、取り組む場合にはそういう

ふうに考えます。 

宇津木委員からの提案については、それぞれ

の分野で具体的にご提案いただきましたので、

今後審査委員会などで検討させていただければ

と考えます。以上でございます。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 クラウドファンディン

グは、とてもいい方向で考えていただいている

ようです。これから審査委員会で知恵を絞って、

社会性のある、かつ地域課題を解決できるよう

なものを考えていただいて、全国に発信してい

ただいて賛同者を募っていただければと思いま

す。 

これで私の質問を終わります。どうもありが

とうございました。 
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○蒲生光男委員長 次に、順位３番、議席番号４

番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 先日の総務常任委員会協

議会にて地域づくり推進課より説明がありまし

た、１項総務管理費 003 ふるさと納税事業、

ふるさと応援寄附金の申し出者増に伴う積立金、

並びに所要の事務処理費用などの補正について、

協議会にて質問いたしましたが、不明部分があ

るため再度質問させていただきます。明確な回

答をよろしくお願いいたします。 

 この中の委託料について、委託先が地場産業

振興センターとの話でした。地域づくり推進課

長に伺います。平成26年度の地域づくり推進課

の決算説明資料、ふるさと納税14,875件、１億

6,318万205円、かかった費用として、共済費19

万4,612円0.12％、賃金142万円0.87％、報償費

6,146万2,190円37.67％、消耗品費３万614円

0.02％、印刷製本費39万6,900円0.24％、郵便

料1,152万4,077円7.06％、コンピューター通信

費５万5,080円0.03％、手数料89万4,832円

0.55％、費用合計で7,597万8,305円、ふるさと

納税総額よりかかった費用を差し引いた金額

8,720万1,900円53.44％となっておりますが、

この計算でよろしいのでしょうか。この中で委

託先及び委託料の記載はなく、役務費 郵便料、

役務費 コンピューター通信料、役務費 広告料、

役務費 手数料とありますが、このうちどの部

分が委託料となるのか、平成26年度決算時期に

委託料として処理しなかった理由は何故かお伺

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 まず、ふるさと
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納税でいただいた寄附金については、全額ふる

さと応援基金に積み立てております。この財源

を寄附者の指定した事業に充当するというふう

な考え方であります。 

 26年度の３月末に１億6,318万205円を基金に

積み立てていますが、そのうち平成26年の12月

まで入金された１億912万7,000円を平成27年度

予算に充当させていただいたものでございます。 

 ふるさと納税事業でかかった経費7,597万

8,305円は一般財源から支出しておりまして、

ふるさと応援基金とは別の財布になっていると

いうことでございます。 

 それから、平成26年度委託についてですが、

平成26年度は委託はしておりませんで、市の内

部で処理しておりました。26年の６月から定時

補助職員を１名雇用しまして、それから職員２

名が通常の業務もこなしながらですが、合わせ

て３名の体制で、まずは受け付け業務に当たっ

ていました。これに加えまして、寄附金の採納

証明書発行に係る業務、これは総務課のほうで

担当しておりますが、そちらも職員１名が対応

していたということでございます。以上でござ

います。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 この26年度の決算の中で、

今回、地場産業振興センターに委託する業務と

はどれとどれが委託になっているのか、教えて

いただきたいんですが。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 決算の中ですと、

共済費と賃金、あと、消耗品、印刷製本費、あ

と、手数料の部分というふうなことになります。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 再度、地域づくり推進課

長に伺いたいんですけども、総務常任委員会の

協議会の説明の中で、寄附者謝礼記念品納入の

委託先として、さまざまなところから引き合い

があり、委託料として寄附金の15％から20％の

ところもあったとのことでしたが、差し支えな

ければ、どことどこの業者で、見積もり内容に

ついて伺いたいと。また、引き合い業者から委

託業務内容を明細にできれば説明していただき

たいんですが、よろしくお願いします。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 昨年のちょうど

予算要求の時期ごろでしたけども、ＲＨトラベ

ラー株式会社、これは本社、東京でございます、

ここと、あと、株式会社サイネックス社、これ

は本社、大阪でございます、この２社から委託

しませんかという引き合いがございました。 

 それで、どのような費用だったかということ

ですが、前者のほうは、寄附金額の９％に郵便

料実費、それに各種カタログの実費がかかると

いうことで、こちらで試算したところ13から

15％ぐらい寄附金総額の、それぐらいの割合に

なると試算いたしました。それから株式会社サ

イネックスのほうは、寄附金総額の20％という

ふうな費用がかかるというふうなことでござい

ました。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 あと、同じく地域づくり

推進課長に伺いたいんですけど、地場産業振興

センターの26年度の事業報告では、ふるさと納

税のお礼品の取り組みでは、内容を刷新したこ

とで１億円を超える納税があり、お礼品の受注

額が6,000万円を超えた。平成27年度はお礼品

の内容をより充実させることでこの流れが続く

よう関係者とともに取り組む必要があるとの記

載があります。地場産業振興センターの品物を

送っているとした場合、１番人気の米沢牛の製

品仕入れ価格は幾らでしょうか。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 この仕入れ額に

ついてですが、地場産業振興センターのほうで

は、今、地場産業振興センターは公益法人改革

によりまして、平成25年の４月１日から一般財
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団法人というふうに移行されております。そこ

でいわゆる収益事業ということもやっておりま

して、この中の需要開拓事業、特に地場産品の

積極的な販売を行っていると。商品の仕入れや

販売については、民と民との商取引であるとい

うふうなことから、その仕入れの価格について

は差し控えさせていただきたいと思います。な

お、通常の商取引の範囲で行っているというふ

うに伺っております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 ということは、仕入れ価

格と販売価格は違ってるということでよろしい

んですよね。 

 あと、長井市の特産物を全国に広めること、

長井市の製造業での売り上げ向上、製造業者で

の売り上げ向上を最大の要因として考えてるん

でしょうけども、そうした場合に、お礼品は長

井の特産物となりますけども、長井市の製品は

お礼品のうち何％、100％でしょうか。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 できるだけ長井

市の製品を100％になるようにお願いはしてお

りますが、寄附者のほうからの要求であるとか、

あるいは限定されてしまいますと、そこで返せ

ない部分も出てくるので、エリアが少し広がる

というふうなことも考えられるところはありま

す。長井市のものが100％とは限らないという

ふうに考えております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 今、リストアップされて

いるものに関しては、長井市のものは何％にな

ってるんでしょうか。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 品物によって違

ってきております。お菓子のセットであるとか

スイカであるとか、あるいは長井産の表示して

いる誰々さんのお米であるとか、100％のもの

は当然ございます。100％でないものは、仕入

れ先がＪＡおきたまの米であるとか、あるいは

サクランボとかブドウとか、これは100％では

ないというふうなことでございます。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 トータル的に何％である

かを伺いたかったので、米で何％がどうのこう

のじゃなくて、お礼品として出してるものに対

して今回26年度であれば送られたと思うんです

けども、いろんなもの、牛肉であろうが、サク

ランボだ、お米だって送られてると思うんです

が、大体その中で概算でいいんですけども、長

井市のものとしては何％のものを特産物として

送られてるのか。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 それは品目か、

あるいは金額かによっても異なると思います。 

○４番 内谷邦彦委員 金額相当。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 正確な数字は持

ち合わせておりませんが、私の感覚でいいます

と、80％ぐらいかなと思っております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 市長に伺いたいんですけ

ども、先ほど地場産業振興センターの品物で仕

入れ価格と販売価格が違うというお話が出て、

お聞きしましたけども、私が商店で物を購入し

た際、通常、その商店で購入した製品をほかに

送る場合、こん包費用、運送費用がかかり、送

り状を書いて渡せば、その製品の価格の10％を

支払わなくても輸送する手続はしていただけて

いると思ってます。今回の補正で上がってるふ

るさと納税補正額の5,380万円に対して委託料

581万円との説明のとおり、10％となった場合

に27年度のふるさと納税総額２億2,117万円と

なった場合、2,217万円の委託料を支払うこと

になります。寄附金１万円の場合でも10％で

1,000円、寄附金５万円の人でも10％で5,000円、

基本的に同様の業務を行って金額が違うという

のは、これってかなりおかしいことではないか
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と思ってます。本来の業務を考えて委託料を支

払うのであれば、１件について幾らと契約し、

支払うのが通常だと思いますが、いかがでしょ

うか。12月６日の新聞に、真室川町で100万円

のふるさと納税があったとの報道がありました。

もしこれが長井市であった場合、委託料として

10％、厳密に言うと消費税を入れて10.8％、10

万8,000円委託料を支払うということになりま

すが、これは当然のことと考えますか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ちょっと整理をしてお話しさせ

ていただきますと、例えば市のほうで、納税い

ただいた方の住所をどっかの商店に出して、こ

こに送ってくださいと言ったら、それは手数料

は要りません。しかし、今回の業務委託の内容

というのはそうじゃないですよね。あの業務委

託の内容をごらんになっていただいたと思うん

ですが、ほぼ１年間にわたって、いわゆる仕様

書というのを私も見ますと、受け付け業務をす

るわけですよね。受け付け業務の中には例えば

寄附台帳への記載とか、いろいろ項目がありま

す。あと、入金を確認するわけです。クレジッ

トカードの決済とか、あと、郵便振り込みとか

ありますよね。それから３つ目が記念品の発注

と発送業務があります。それから４点目は、寄

附採納証明書の出力と発送業務があるんです。

それと、地方税法附則第７条第８項に規定する

市町村民税の都道府県税寄附金税額控除に係る

申請特例ということの業務があるわけですね。

あと、そのほかにも長井市ふるさと応援寄附金

運営管理業務に付随する下記の業務として、ず

っとあるわけです。これを見ますと、いわゆる

普通の商店に、じゃあ、これを送ってください

というものではないというのは委員もおわかり

だと思います。 

 したがいまして、１年間にわたってこの業務

をするとしたら、26年度は直営でやったわけで

すよ。そして、当時は地域づくり推進課ではな

くて企画調整課ですね、２名と臨時職員１人、

３名、それに総務課のほうもいろんな手続で１

名、合計でかかわったのが４名必要だと、これ

は全てこの業務じゃないでしょうけども、そう

しますと、それなりの煩雑な仕事で、もう大変

でした、時間外も含めて。それをすとんと地場

産業振興センターに委託してるわけですから、

10％が適当かどうかというのは、いろんな積算

があって、その上だと思います。あと、これは

実費ではありませんので、ほかの団体に市が委

託業務ですから、実費でやったらどこも受けて

くれないですよね、リスクがあるわけですから。

したがって、考え方なんですけども、１個につ

き幾らの手数料という考え方と、この業務を１

年間でやってくださいという委託料の考え方は

ちょっと違うと。 

 したがいまして、先ほど民間のほうは20％か

ら、下ですと十四、五％ぐらいでやってくれる

のかもしれませんけども、物自体は地場産業振

興センターで大体市内のものはほとんど扱って

るんですね。市民の方、例えば市内で新たにこ

ういうものをつくったから扱ってくれというこ

とであれば、基本的に窓口はオーケーなんです

よ、地場産業振興センターは。したがいまして、

それを仕入れ値は、それは地場産業振興センタ

ーのほうで違うんでしょうけども、通常の商品

ですと物産館で扱っているものは、大体20から

物によっては50、60というものもありますよ、

買い取りは。でもほとんど買い取りしてません

ので、基本は25から30ぐらいだと思います。で

すからそれで仕入れて、それは物産館として地

場産業振興センターとして維持するために、こ

れは利益はいただかないといけないと。それを

市から受けて、10％の手数料を全部のトータル

で受けてやってるということでございますので、

したがいまして、委員おっしゃることもわかる

んですが、私ども市としては、どっかにお願い

するとしたら、やはり市内で一番手広く扱って
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いる物産は地場産業振興センターでございます

ので、そこに委託し、なおかつ10％については

後で精算ということはしてますが、基本的に

10％程度ぐらいになるんだと思います。これも

適切じゃないのかなというふうに考えていると

ころでございます。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 基本的に地場産業振興セ

ンターで仕入れて地場産業振興センターで売っ

てれば、当然利益は出てますと、その製品の利

益は出てますと。それに対して、そのものを送

ってくださいという形になると、通常のお店の

場合は、その利益の中でそのものを送る形にな

ると思うんですよね。そうした場合に、委託を

するということ、市から委託する、１年間委託

しますということなんですけども、現実問題、

１万円でも10％、２万円でも10％、５万円でも

10％、先ほど最大が20万円でも10％、要するに

送る作業、やってる作業は全て同じだと思って

ますので、基本的には１件幾ら、先ほど26年度

は職員がやられたというふうなお話でしたから、

基本的に仕様書を見ると、当然日常業務で行え

る内容だと思ってます。特に特別に行ってる業

務ではないと思います。 

 企業では、業務に対して実際に作業を行い、

かかった時間をはかり、どこの作業に問題があ

るかということに関しても、26年度はやってい

るわけですから、現実問題、どういうところに

何秒かかって、どういうところに問題があるか、

どういうところに時間がかかってるかというの

は当然わかってると思います。とした場合に、

当然納税ポータルサイトから寄附者の情報をダ

ウンロードした場合に何秒、納入方法の違いに

よって、案内文の準備、発送まで何秒、記念品

の発注業務で何秒、全ての確認がとれて発送準

備から発送まで何秒、こういった基本的なもの

のデータに関しては26年度はやってらっしゃる

わけですから当然持ってらっしゃると。そうし

た場合に、こういった時間で、じゃあ、大体幾

らかかるのかというのは庁内で見積もりが大体

できると思うんですよ。そうした場合に、１万

円で1,000円、２万円で2,000円、５万円で

5,000円、20万円だと２万円という考え方が私、

ちょっと理解できないんですよ。その辺に関し

てはいかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 内谷委員おっしゃるように、１

件幾ら、100万円であろうと１万円であろうと

手続的には同じなはずですから、本来はそうあ

るべきだと思います。契約としては売り上げと

いうことでしておりますが、中身についてはこ

れから検討しなきゃいけないと思います。ただ、

１つ言えることは、私どものふるさと納税につ

いては件数が多いと。高額納税者はほとんどい

らっしゃらないということでありますので、１

件幾らというよりも、むしろ金額が通常の委託

は一般的でありますので、そういった形で今回

は契約したと。ですから今後は、見直すことも

検討していかなきゃいけないというふうに思い

ます。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 ありがとうございます。

今年度に関してはもう契約なされてることです

ので、その件に関しては当然私も何も、問題は

ありますけども、このまま進めざるを得ないと

は思ってますので、ぜひ来年度に関してはきち

っと契約をしていただきたいと思っております。 

 あと、ふるさと納税で寄附金はいただいてま

すけども、寄附金に対して使用した事業内容あ

るいはその結果について、寄附いただいた方に

実際どのように使用した金額ないしは効果につ

いて出しておるのか、その辺ちょっと地域づく

り推進課長、お願いいたします。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 いただいた方へ

の報告についてですが、基金活用事業一覧とい
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うことで、ホームページのほうにまずは掲載し

ております。ただ、寄附してくれた方全員がこ

のホームページを見るとは限らないということ

も十分承知でございます。そういったことから、

今回、御礼の年賀状というふうなことで送る予

定をしております。その中に、どういうふうな

ことで活用させていただきましたというふうな

ことをやりたいなというふうに考えております。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 先ほどから質問させてい

ただいてますけども、先日のコンポストの質問

のときでも、孫田産業参事より、この事業は利

益を上げる事業ではないというふうな答弁があ

りましたけども、私、考えるのに、利益を上げ

る上げないではなくて、どのような事業であっ

ても常に行っている事業に対してコスト意識を

持って、いかに少ないコストで最大の効果を上

げるかを考えるべきではないかと思ってます。

何も考えずに同じことを繰り返すことでは向上、

改善がなく、無駄にお金を使っているというふ

うに考えてますので、常に疑問を持ち、確認す

ることが必要ではないかと思ってます。もしそ

のような事業があった場合は、担当を変える要

望をするとかペナルティーとして補助金額を減

らすとかする必要があるのではないかと思って

ますので、貴重な財源に関しては１円でも無駄

に使っていないというふうに思い、質問してお

りますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

 私の質問は以上で終わります。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、順位４番、議席番号15

番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 私は、水と緑と最上川

源流の里、長井のまちづくりが後世に負担の少

ない運営であってほしいと願いながら、予算総

括質疑をさせていただきたいと思います。 

 11月３日、市民表彰式がございました。次の

日、４日にですけども、すばらしい天気になり

ましたので、ことしまだ、熊野の山っていうん

ですか、私たちは、おくまん様と言ってるんで

すけども、そこに登ってみました。山のほうも

すばらしい天気で、百秋湖、そして祝瓶山、三

体山、すばらしい紅葉でしたし、また、ちょう

どほこら、神社から見える長井の風景ですか、

野川を境にして扇形に伸びるこの長井の原風景

がいつもと変わらぬ姿で迎えてくれたというこ

とについて物すごく安心しましたし、やっぱり

長井はいいんだなと、そういうふうに思った次

第でございます。 

 その中で、ちょうど眼下に手塚建材さんがす

ぐ見えます。そしてリバーヒルもすぐ見えます。

その中間に、本来ならば長井市の誘致企業とし

てバイオ発電会社の煙突がそびえるはずだった

んだなと、そういうふうに思っておりますけど

も、それが１年半経過した中においてもまだ建

設されていないというふうなことで、私も当時、

その誘致企業に反対をさせていただいた議員の

一人として、正直な話、ほっとしたというか、

変わらぬこの風景を見ることができたというこ

とについてうれしかったわけでありますし、た

だ、議員が一生懸命になってこれを推進しよう

というふうなことで決定した事案について、１

年半以上、何の音沙汰もないというものについ

ては、どういうものかなというふうに思った次

第でございます。この点につきまして産業参事

のほうから、この経過についてお話をお聞かせ

いただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 孫田邦彦産業参事。 

○孫田邦彦産業参事 経過でございますけども、

平成26年１月に山形県環境エネルギー部のほう

から、バイオマス発電企業の進出を受け入れて




